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管理照射室

200kVのエックス線を発⽣出来る照射装置です
左：遮蔽版に囲まれたエックス線発⽣装置があ
り、その後ろの円筒形の物がコンデンサーです。
右：エックス線発⽣装置です。この中にエック
ス線管球があります。この装置の下にサンプル
を置きます。

施設紹介：管理区域

⼤学院獣医学研究院 放射線実験施設
施設紹介

汚染検査室

この部屋は管理区域へ出⼊りする時に必ず通ります。⼊
室時には備え付けの⽩⾐に着替え、フィルムバッジやポ
ケット線量計を⾝につけ、各種サーベイメーターを携⾏
します。退出時は、この部屋で放射性同位元素による汚
染の検査を⾏います。⼈体、作業⾐、履き物、防護具な
どの表⾯の汚染を検査する測定器（ハンドフットクロス
モニター、ＧＭサーベイメーター等）が置かれています。
また、⼿洗い所やシャワー室が備え付けられ万が⼀の時
の表⾯汚染があった時に除染出来るしシステムが完備さ
れています。

各種携帯型サーベイメーター
とポケット線量計

ハンドフット
クロスモニター

RI測定環境放射能検査室

この部屋で各種放射線の測
定を⾏います。液体シンチ
レーションカウンター、ガ
イガーカウンター、バイオ
イメージングアナライザー、
ガンマーオートウェルなど
が置かれています。



廃棄物保存庫
この部屋には実験で使⽤した「可燃性」「難燃性」「不燃
性」のゴミをそれぞれ分けて専⽤のドラム⽸に保管してお
きます。ドラム⽸の⾊は医療⽤で使われたRI廃棄物は⻘⾊
ですが、獣医学部では法令上研究所扱いなので⻩⾊です。
ちなみに、「廃棄物保存庫」というのは法令上の⽤語では
なく、建物の部屋につけられた名前です。RI廃棄物が発⽣
し、保管廃棄（ずーとRI施設に置いておくことです）か廃
棄業者（現在は⽇本アイソトープ協会だけです）への引渡
をするまでの間保管しておく部屋のことを⾔います。

この部屋には実験で使⽤した排⽔の全てが貯留されま
す。ここでRIの放射能が無くなるのを待ってから排⽔
するための貯留槽、その排⽔を安全域までに薄めるた
めの希釈槽、RI物質を沈殿させ建物の外へ出さない沈
殿槽があります。カメラの関係でここでは貯留槽の写
真を掲載します。

RI排⽔処置室
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⼊退室管理扉機械室

管理区域への⼊退室管理扉は「放射性同位元素等によ
る放射線障害の防⽌に関する法律」で定められた指定
講習を受けた者（従事者と⾔います）に与えられる磁
気カードにて開くことが出来ます。また、ここの扉か
ら奥は「管理区域」と⾔います。扉には⻩⾊地で⾚の
看板が管理区域であることを⽰しています。この扉か
ら管理区域に続く前部屋は「汚染検査室」といいます。
左写真で緑地で⽩抜き⼗次の看板が汚染検査室である
ことを⽰しています。

管理区域は外部環境への放射線漏洩を防ぐために
特殊な構造をしています。放射線そのものの漏洩
（遮蔽）だけではなく、排気や排⽔へ放射能物質
を外に出さない構造をしています。 そのため、機
械室には特殊な装置が取り付けられています。

教員研究室

この部屋は放射線学教室のゼミが開かれるところです。
この部屋には⼤きな机が置かれているので研究につい
てディスカッションも活発に⾏われています。


